
算数科（プログラミング教育）学習指導案 
相模原市立小山小学校 

指導者   平城 慎也 

 

１ 日     時     令和元年１１月２０日（水）３時間目 １０：４５～１１：３０ 

 

２ 場     所     PC ルーム（２階） 

 

３ 学 年 ・ 学 級     第６学年１組  ３９名   

 

４ 関連する単元名     比例と反比例「比例をくわしく調べよう」 

 

５ 単元について 

 （１）教材観 

本単元で扱う比例と反比例は、次期学習指導要領には以下のように位置づけられている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本単元では、比例の関係の意味や性質、比例の関係を用いた問題解決の方法、反比例について知るととも

に、日常生活において、伴って変わる二つの数量を見いだし、それらの関係に着目し、目的に応じて表や式、

グラフを用いて変化や対応の特徴を考察し、問題を解決する力を伸ばしていくことをねらいとしている。ま

た、考察の方法や結果を振り返って、解決の質的な改善を目指して多面的に考察しようとしたり、処理の良

さを見いだし、方法や結果を今後に生かそうとしたりする態度を養うことも大切である。ここで育成される

資質・能力は、中学校第１学年の比例、反比例をはじめとする中学校の「関数」領域の考察や、中学校の理

科での考察に生かされるものである。 

 

（２）児童観 

算数科の学習では、課題解決のために既習事項とのつながりを考え、解決の糸口を見出すことを大切にし

てきた。解決の過程では、図・式・言葉を使って表現し、友だちと共有することでより良い答えを導きだす

経験を積んできている。しかし、基本的な知識・技能が十分に定着していない児童や、自力で考えたり表現

したりすることに苦手意識のある児童もいる。そのため、児童のつぶやきや発言を取り上げて全体共有する

ことで、友だちや全体の場で考える展開を取り入れてきた。また、友だちと意見交流を適時取り入れること

や、個別に指導する時間を設けるなどして支援してきている。 

本単元に関連して、第５学年では、簡単な場合についての比例の関係を知るとともに、伴って変わる二つ

の数量について、それらの関係に着目し、表や式を用いて、変化や対応の特徴を考察する経験を積んできて

いる。 

   プログラミング学習については、全市一斉に取り組んでいるプログラミング教育（「Scratch」を利用）を

第４学年に「がい数の表し方」の学習にて２時間、第５学年に「偶数と奇数、倍数と約数」の学習にて１時

間実施した。コンピュータの操作スキルやブロックプログラミングの経験に個人差が大きいため、コンピュ

ータを使用しない学習同様に、周囲の友だちと教えあいながら学習することを促して支援したい。 

第６学年  

C 変化と関係 

C（１）比例 

（１）伴って変わる二つの数量に関わる数学的活動を通して、次の事項を身に付けることができるよう指

導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

（ア）比例の関係の意味や性質を理解すること。 

（イ）比例の関係を用いた問題解決の方法について知ること。 

（ウ）反比例の関係について知ること。 

イ 次のような思考力、判断力、表現力等を身に付けること。 

（ア）伴って変わる二つの数量を見いだして、それらの関係に着目し、目的に応じて表や式、グラフを用

いてそれらの関係を表現して、変化や対応の特徴を見いだすとともに、それらを日常生活に生かすこと。 



（３）指導観 

   本単元は、比例の関係を表や式、グラフに表したものを考察することで、比例と反比例の関係に対する理

解を深めていく展開になっている。そこで大事にしたいのは、考察の方法である。関数的な考えをまとめ整

理するといった考えのもと、表を見る活動を大切にしていきたい。特に、表を横に見ることによって「変化

のきまり」が見えてくる。これが、比例の定義につながる。また、表を縦に見ることによって「対応のきま

り」も見えてくる。これが比例の性質につながる。表に表して、きまりを発見した子どもたちが、自ら「グ

ラフ」にする活動も大切にしたい。変化の様子を分かりやすく表したグラフとしては、折れ線グラフが既習

内容である。原点を通る直線のグラフになる感動と驚き、そしてその美しさを十分に味わわせながら、グラ

フの特徴を考えさせたい。単元計画では、６・７時の間に、プログラミング教育として「ｘとｙの数値を入

力するとプロットするプログラム（比例のグラフを作成）」を作成する学習活動を計画している。プログラ

ムの作成には、比例関係にある二量を表した表を横に見たときに、連続する数値ｘとｙの増加量が一定であ

ることに着目する必要がある。比例をグラフに表すアルゴリズムは、手でかくときの手順と共通しており、

グラフを作成するときに必要な知識や技能の定着を後押しするものになると考えている。プログラムを実行

すると、プロットされて直線らしきグラフが作成される。比例のグラフは、原点を通る直線になることを改

めて実感することができるだろう。また、プロットした点の間を結ぶ直線は引かないプログラムなので、そ

の点と点の間にも連続する数値があることに目を向けさせるきっかけにしたい。プログラムに入力する数値

を小さくすると、点と点の間が狭まり、プロットされる点のみで直線が現れるようになるので、実感を伴っ

て比例のグラフに対する理解を深めていけるのではないかと考えた。 

 

６ 本単元で育てたい資質・能力（情報活用能力以外を除く。） 

 

７ 単元の目標 

伴って代わる二つの数量の関係を考察することを通して、比例や反比例の関係について理解し、関数の考え

を伸ばす。 

 

８ 単元の評価規準 

算数への 

関心・意欲・態度 

数学的な考え方 数量や図形についての 

技能 

数量や図形についての 

知識・理解 

比例の関係に着目しする

よさに気づき、比例の関

係を生活や学習に活用し

ようとする。 

 

比例の関係を表や式、グ

ラフに表し、特徴を一般

化してとらえ、身の回り

から比例の関係にある二

つの数量を見いだして問

題の解決に活用すること

ができる。 

比例や反比例の関係にあ

る二つの数量の関係を

式、表やグラフに表すこ

とができる。 

比例や反比例の意味や性

質、表やグラフの特徴に

ついて理解する。 

 

９ 単元の指導計画・評価計画 

時 

○目標 ・学習活動 

評価の観点 

関 考 技 知 

１ 

 

○ｙがｘに比例するとき、ｙ

＝決まった数×ｘと表せ

ることを理解する。 

 

・平行四辺形の面積と高さを調べる。 

 ○  ○  

２ 

・比例の関係を、式に表す方法を考える。 

・面積を高さでわった商はどうなるか調

べる。 

・ｙがｘに比例するとき、ｙをｘでわっ

た商は一定で、その関係を一般的な形

の式に表せることをまとめる。 

○  ○  

情報活用能力 ・目的に応じて表や式、グラフを用いて表現することができる。 

・表やグラフから、特徴を見いだすことができる。 

・コンピュータ等を使ってグラフを作成する有用性に気づいている。 



 

３ 
・平行四辺形の面積と底辺の長さの関係

を調べる。 

 

○  ○  

４ 

○比例の性質について理解する。 

 

 

 

・比例する二つの量の関係には、どんな

性質があるか調べる。 

・ｙがｘに比例するとき、ｘの値が 1/2

倍、1/3 倍…になると、それに伴ってｙ

の値も 1/2 倍、1/3 倍…になることをま

とめる。 

・ｙがｘに比例するとき、ｘの値が□倍

になると、それに対応するｙの値も□

倍になることをまとめる。 

 

   ○ 

５ 

○比例の関係をグラフに表して考察

することができ、比例のグラフの特

徴を理解する。 

 

 

・平行四辺形の面積が高さに比例する関

係をグラフに表して、その特徴を調べ

る。 

・式から求めた二量の組み合わせをグラ

フに表す。 

・比例のグラフは原点を通る直線となる

ことをまとめる。 

・比例のグラフから、ｘやｙの値を読み

取る。 

 

  ○ ○ 

６ 

・ 道のりは時間に比例する問題

で、グラフに表して、道のりを求めた

り、時間を求めたりする。 

 

  ○ ○ 

☆ 

本時 

○比例の関係をグラフに表すプロ

グラミングを通して、比例のグラ

フの特徴に対する理解を深める。 

 

・ 比例の関係をグラフに表すプロ

グラミングをする。 

・コンピュータを使って、比例のグラフ

をかく。 

 

   ○ 

７ 

○比例のグラフを考察することを通

して、比例のグラフについて理解を

深める。 

・ ２本の比例のグラフから、それ

ぞれの特徴や事象の様子を読み取る。   ○  

８ 

○比例の性質を活用し、問題を解決す

ることができる。 

 

・ 画用紙300枚を、全部数えないで

用意する方法を考える。 

・ 画用紙の重さは枚数に比例する

ことを使って、問題を解決する。 

・ 各自の考えた求め方について発

表し、検討する。 

・ 比例の関係を使って問題を解決

する。 

 

 ○  ○ 

９ 

・速さを一定と考えた場合、道のりは時

間に比例することを使って、新横浜を

出発後、新幹線が新富士駅を通過する

のは何分後かを考え、問題を解決する。 

・影の長さはものの高さに比例すること

を使って、木の高さははからないで求

める方法を考え、問題を解決する。 

 

 ○  ○ 

１０ 

○学習内容を適用して問題

を解決する。 

・「力をつけるもんだい」に取り組む。 

  ○  



１１ 

○反比例の意味について理解する。 ・ 伴って変わるいろいろな二つの

数量の変わり方を調べる。 

・ 面積が決まっている長方形の、

縦や横の長さの変わり方を調べる。 

・ 縦の長さが２倍、３倍、…にな

ると、横の長さはどう変わるか調べる。 

・ 「反比例」の意味を知る。 

 

 

○   ○ 

１２ 

○ｙがｘに反比例するときｙ＝決ま

った数÷ｘと表せることを理解す

る。 

・ 反比例の関係を、式に表す方法

を考える。 

・ ｙがｘに反比例するとき、ｘと

ｙの積は一定で、その関係を一般的な

形の式に表せることをまとめる。 

 

 

○  ○  

１３ 

・ 適用問題に取り組む。 

 

 

○  ○  

１４ 

○反比例の性質について理

解する。 

・ 反比例する二つの量の関係に

は、どんな性質があるか調べる。 

・ ｙがｘに反比例するとき、ｘの

値が1/2倍、1/3倍…になると、それに

伴ってｙの値は1２倍、３倍、…になる

ことをまとめる。 

 

 

 ○  ○ 

１５ 

○反比例の関係をグラフに

表して考察することがで

き、反比例のグラフの特徴

を理解する。 

・ 反比例する関係をグラフに表し

て、その徳用を調べる。 

・ 面積が決まっている長方形と、

周りの長さが決まっている長方形の、

縦や横の長さを表したグラフを比べ

る。 

 

 

  ○ ○ 

１６ 

○学習内容の定着を確認し、

理解を確実にする。 

・ 「しあげ」に取り組む。 

   ○ 

 

１０ 本時の授業計画 

（１）本時の目標 

○比例の関係をグラフに表すプログラミングを通して、比例のグラフの特徴に対する理解を深める。 

 

（２）本時の観点別評価規準 

算数への 

関心・意欲・態度 

数学的な考え方 数量や図形についての 

技能 

数量や図形についての 

知識・理解 

   比例のグラフは、原点

を通る直線になること

を理解する。 

 

 

 

 



（３）本時の流れ 

 
学習活動と内容 ○指導上の留意点 

【評価の観点】 

〈評価場面や方法〉 

導入 

(7 分) 

１．本時の課題を知る。 

・問題を読み、二つの量の関係を表に表す。 

・二つの量の関係を、比例の式で表す。 

 

 

・コンピュータを使ってグラフをかく様子

を見て、本時の課題をとらえる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

○グラフをかく様子を視聴

させ、見通しをもたせる。 

 

 

展開 

(30 分) 

 

 

 

２．グラフをかくことに必要な動きを考え

る。（ワークシート） 

・ヒントのフローチャートの中の空欄を全

体で確認する。 

 

 

３．「Scratch」を使ってグラフをかくプロ

グラムを作成する。 

・動きに対応したブロックを選び、組み合

わせる。 

「こうすればこう動くはず。」 

 

 

４．気づいたことや考えたことを全体で共

有する。 

「やっぱり全部直線になるね。」 

「全部０を通るね。」 

「手でかくより正確にかけるね。」 

 

 

 

 

 

 

 

 

○紙のグラフ資料を提示

し、見通しをもたせる。 

○フローチャートの空欄が

出にくい場合はこちらか

ら提示し、必要な動きを

押さえる。 

○ワークシートのヒントを

基に作成させる。 

○教えあいながらグループ

全員が完成することを目

指すように促し、個人差

を補う。 

○プログラムができなかっ

た児童には、見本のプロ

グラムを真似させる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

まと

め 

(8 分) 

 

５． 本時のふり返りを書く。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○コンピュータを使ってグ

ラフをかいたことで分か

ったことや比例関係を表

すグラフの特徴について

気づいたことを書くよう

に伝える。 

 

 

 

 

 

 

１１ 本提案について 

コンピュータを使って、比例関係を表すグラフをかこう。 

 

【知】 

比例のグラ

フは、原点

を通る直線

になること

を理解する

ことができ

たか。 

 (発言・ワー

クシート) 

 



 

 

 

 
 

 

 

 
 

文部科学省の「小学校プログラミング教育の手引（第二版）」では、プログラミングに関する学習活動を次のように

分類している。 

 
   本提案の学習活動は、この分類の「C」として計画した。同資料では、C 分類について以下のように示されて

いる。 

 

C 分類では、「プログラミング的思考」の育成、プログラムのよさ等への「気づき」やコンピュータ等を上手に活用しようとする態度の育成を図

ることなどをねらいとした上で、 

・プログラミングの楽しさや面白さ、達成感などを味わえる題材を設定する。 

・各教科におけるプログラミングに関する学習活動に先立って、プログラミング言語やプログラミングの技能の基礎について学習する。 

・各教科の学習と関連させた具体的な課題を設定する 

こともでき、各学校の創意工夫を生かした取組が期待されます。 

 

これまで各教科等での学びをより確実なものにするための学習活動としてプログラミングに取り組むことを考えて

きたが、平成３０年１１月に文部科学省から公表された「小学校プログラミング教育の手引（第二版）」で、プログラ

ミング教育に特化した学習活動についてはっきりと示された。上記の「各教科との学習と関連させた具体的な課題」

にあたるのが本時の「Scratch を用いて比例関係を表すグラフを作成すること」と考えている。プログラミング教育

を中心とした学習活動として本時を計画しながらも、同時に算数科としての学習にも価値があることを見いだすこと

ができれば、限られた時間の中で日々の教育活動に取り組んでいる多くの教員にも役立つ実践になるのではないかと

考えている。なお、算数科として単元計画では本時を計上こそはしていないが（予備次数として計上）、算数科のねら

いにも教科等横断的に関連させることを意図しているため、算数科の指導案をベースに作成し、本時の目標を定める

よう試みた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６年１組（  ）番 名前（                 ） 

本提案は、相模原市立小中学校視聴覚教育研究会（以下「相視研」）ICT 活用研究部の研究として

行う。昨年度は特定非営利法人「みんなのコード」と連携し、同企業がプログラミング教育を推進す

るために運営している全３回の「プログラミング指導教員養成塾」に参加し、授業実践を行った。今

年度は、「プログラミング教育を相模原市に広める」ことを目標にして、相視研単体で研究を進めてき

た。 

本時の授業は、「プログラミング教育を中心としながらも、付属的に各教科にも学習効果があり相乗

効果を望める」ことをねらいとして計画した。算数科の学習と関連させながら、プログラミング教育

を中心にして行うことで、教科等を横断的に結びつける価値に迫れることができると考えたからであ

る。 

 

（文部科学省「小学校プログラミング教育の手引（第二

版）」） 



１．めあて 
 

 

 

 

 

２．プログラムづくりのヒント 

 

 

 
 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．つくったプログラムに、入力して比例のグラフをかこう。 
①底辺３ｃｍの平行四辺形の高さと面積 

 

 

 

ヒント２ 
次の命令を使うみたいだよ。 

何度も試してみよう！みんなで協

力して全員でめあてを達成しよ

う！ 

ヒント１ 
必要な動きと順序を確認しよう。 

 

ｘが増えた分、右方向に動く。 

（〔  〕ずつ増えているね。） 

 グラフ上に〔    〕。 

🚩をクリックしてスタート 

 

入力させたい回数、

くり返す 

ｙが増えた分、上方向に動く。 

（〔  〕ずつ増えているね。） 

 

 



 

高さ ｘ（㎝） 1 2 3 4 5 6 

面積 ｙ（㎝ ） 3 6 9 12 15 18 
 

②鉄の棒の長さと重さ 

 

長さ ｘ（m） 1 2 3 4 5 6 

重さ ｙ（kg） 0.5 1 1.5 2 2.5 3 
 

③ｘとｙの値に入力する数を変えてみよう。 

 

４．ふり返り 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
プログラミング授業実践 成果と課題 

小山小学校  平城 慎也 

①グラフを見て気づいたこと 

 

②コンピュータを使ったグラフづくりをして気づいたこと 

 

2 

 


